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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・本日栄養管理指導行っています。対象患者様は長谷川　陽一様、出河　攻様、

　本多　富美様、本田　英之様の４名となっています。前回に引き続き、間食表の評価と運動量の説明をしています｡各自の問題点をあげ、それを栄養管理士に質問していました｡間食表は今後も継続して記入して頂き、体重管理について知識を身に付けて頂きましょう｡

・本田　英之　様～月に３回の外泊について、主治医より許可が出ています。尚、外泊をするにあたり、

　　　　　　　　＊１７時までに帰院して頂く。

　　　　　　　　＊今後の外泊は、作業等のプログラムの無い、週末土・日の１泊２日とします。（２泊３日は許可しません）

　　　　　　　　＊体重の増加が見られれば月２回とします。

　　　　　　　　　との条件が出ています。体重管理に関しては、現状でもさらなる減量が必要な状態である事を本人に伝え、自覚して頂く様関わり、厳重に観察していきましょう。

（部屋移動）

・本日、部屋移動をしています。

・吉田　光良様→２８号室から２４号室へ

・奥寺　徹　様→２７号室から２８号室へ

　日中の過ごし方、他者との交流等を観察し、トラブルに注意していきましょう。

（転入患者様の情報）

安達　貴浩様（３６）統合失調症・人格障害　措置入院　主治医：院長　ＳＷ：高田

　５回目の入院となっています。東病棟では昨年１０月後半より易怒的となり、他患者様・スタッフへの暴言が頻回でした。他患者様とのタバコのやりとりを注意された事に暴力的となった事から、隔離室へ入室しており平成１６年１１月１７日まで終日隔離となります。東Ａ棟一般となってからは、他患者様の物品を私物化したりと盗癖が見られ、再三の指導にて改善しています。自身の要求が通らない事に対しふてくされた態度をとりますが、衝動的になる事はありません。療養環境変更の為、本日１０時西Ｂユニットへ移棟となっています。

　金銭面、社会面においての検討能力が乏しく、自己中心的である事から、今後も私物のやり取りや要求が通らない事での不満を行動化する事が考えられます｡

　

皮膚科処置：ラミシール4ｇ

　　　　　　デルモゾールG軟膏10g

食事形態：軽食・納豆禁

作業・リハビリテーションプログラム：Ｂグループ

西Ｂユニット転入後は、スタッフの説明を聞く事出来ており、分からない事は確認しています。タバコ・私物に関しての物々交換等は出来ない事説明すると易怒的となる事はなく、本人納得されています。今後、私物に関して他者とのトラブルが無いか注意して観察していきましょう。部屋は２７号室です｡

＜作業報告・検討＞

· 安達　貴浩様～現在は旧作業棟にて行っています。些細な事に対しての気分変動見られ　　　　　　　ており、やりたくない事があると病棟へ戻られる事ありました。最近は　　　　　　　最後まで参加する事出来ていますが、本人より「真面目にやっておけば　　　　　　　よくみられる」等の発言が聞かれています。他者とのトラブルに注意し　　　　　　　ていくと共に、自己洞察を促し集団生活の場に慣れて頂く様関わってい　　　　　　　きます。

　　　　　　　　　　又、本人のレベルアップを考慮し、４月より新作業棟への移動を検討していきます。

・佐々木　みね様～「誰かが迎えに来ている」「のりは使いたくない」等の、妄想に左右された言動聞かれ、拒否する様子見られています。又、参加する事は出来ても見学している事多く、以前興味を持たれていたアクセサリー作りも現在は拒まれている状況です。毎日継続して参加出来る様関わり、強い拒否見られた場合は無理をさせずに、顔出しだけでも促していきましょう。

・村上　幸子様～細かい作業にも取り組め、集中する事は出来ています。他者との交流は見られずゆっくりした動作が目立ち、活動性の乏しさが伺えます。興味が持てる様なものを見つけ、参加する事が出来る様関わっていきます。

・下口　政子様～時折、落ち着かない様子伺えますが頻回さは目立ちません。表情の冴えなさありますが、自分の状態をコントロールして作業を行っている姿勢が見られています。現在は貼り絵を行っており、少しでも長い時間座って作業が出来る様関わっていきます。

・宮本　建蔵様～ゆっくりした動作見られています。共同作業では、拒否する事無く他者と協力して行う事出来ています。作業中はスタッフが近くにて見守り、適度に声を掛けていきましょう。

＜Dr猪股担当患者様NCP評価・検討＞

・蛭名　豊美様～自身の私物（ラジオ、目覚まし時計、鉛筆、消しゴム、下着等の衣類）を捨てたとの訴え聞かれ、スタッフ確認しています。又、「誰かに捨てろと言われた」との訴え聞かれており、理由については「分からない」と話されています。家族連絡は行っており、衣類が届くまでの間必要な枚数を売店で購入する様伝えますが、「はいても、はかなくてもよい」と衣類着用に対しての必要性の乏しさが伺えます。現在は下着２枚を購入しており、身辺整理の際の物品確認に関しては、担当スタッフで検討しています。

　　　　　　　　　物品確認を行っていくと共に、精神状態の観察や、なぜ私物を捨てたのか振り返りが出来る様関わっていきましょう。

濱谷　正志様～早朝覚醒が目立ち、「３人女の人が腹に入っている」等の妄想に左右された発言聞かれています。夜間の睡眠状態の観察・日課への取り組み状況の観察を行っていきましょう。又、間食により食事を拒否される事があります。買い物の際は、過度の購入がないか観察していきましょう。







